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1 中国北部地方級都市の卸売流通システム 
─河北省唐山市の事例研究─ 
敬愛大学  畢滔滔（Taotao Bi） 
 
1  はじめに 
 













可処分所得の比較を示している。唐山市の都市部住民の可処分所得は、2003 と 2004 年を除
き、全国水準を上回った。また同市の農村部住民の可処分所得は、一貫して全国水準より



































































（出所） 『中国統計年鑑』2006 年版、 『唐山統計年鑑』2005 年版。 
 
2  唐山市の商業改革 
 
1950 年代前半から 80 年代半ばまで、 中国の工業消費財の卸売流通業務は基本的に国有卸
売企業に独占され、消費財は一級卸、二級卸、三級卸と小売企業を経て消費者に販売して
いた（図 2 ） 。 
 
図 2   計画経済時期における中国都市部の工業消費財の流通経路 
一級卸 二級卸 三級卸 小売企業 
ごく少数の大型百貨店は二級卸と同
格であり、直接一級卸から仕入れる
消費者  製造企業 
 























企業の設立について 1999 年の法令で設けられた制限を大きく緩和し、または撤廃した。 
  こうした中央政府の商業改革の方針に従って唐山市も 1980 年代前半から商業改革を始め






3  唐山市の卸売構造の現状：統計データに関する分析 
 
上述した商業改革を通じて唐山市の卸売構造が大きく変化した。この節では市の卸売構
                                                  
1  計画経済時期に河北省において二級卸が設置された都市は６つあった。 省都である石家庄
市、 邯タン市、 唐山市、 保定市、 承徳市と張家口市である （ 『当代中国』 叢書編輯委員会 1990b） 。  
2 1980 年代卸売体制の改革について国務院が批准した重要な通達は２つあった。 一つは 「当
面都市商業体制改革の若干問題に関する商業部の報告」 （1984 年）であり、もう一つは「国
家体制委員会、財政部、商業部の『国有商業改革に関する意見』 」 （1987 年）である。 





































が低い。例えば、データが入手できた 1992 年から 2004 年までの商業企業の卸売年間販売
額の変化を見ると、 全国は１兆 3278 億元から６兆 9232 億元へと 5.2倍増加したのに対して、
唐山市は 46 億 6432 万元から 447 億 5366 万元へと 9.6 倍も増加した
6。しかし一方で、2004
                                                  
5  『中国商業年鑑』は 1988 年に創刊し、1994 年版から 2002 年版まで年鑑の名称が『中国
国内貿易年鑑』に変更されたが、2003 年版から名称は『中国商業年鑑』に回復した。 
6  全国のデータは、 商業企業の商品販売総額からその小売総額を差し引いて計算したもので




卸売企業への卸売業務の集中度が低いといえる。2004 年に唐山市の卸売企業は 28,373 社が











表 1   唐山市と全国の一定規模以上の卸売企業の企業数増減率の比較（2001～2003 年） 
全国 唐山市 全国 唐山市 全国 唐山市 全国 唐山市 全国 唐山市
国家支配 9,797 52 9,076 48 -7.4 -7.7 7,944 38 -12.5 -20.8
集団所有 1,871 22 1,538 21 -17.8 -4.5 1,249 22 -18.8 4.8
私営 1,262 9 1,743 11 38.1 22.2 2,343 11 34.4 0.0
外資と華僑資本 200 0 440 0 120.0 531 0 20.7
その他 2,128 5 2,465 5 15.8 0.0 2,870 8 16.4 60.0
計 15,258 88 15,262 85 0.0 -3.4 14,937 79 -2.1 -7.1
対前年増減率（%） 　　　　　　　　　年









                                                                                                                                                 






売年間販売額の合計である。 『中国統計年鑑』1996 年版、2005 年版、 『唐山統計年鑑』1993
年版、2005 年版による。 
7  『中国商業年鑑』2004 年版による。 

















国家支配 52 50.0 48 50.0 38 39.5
集団所有 22 18.2 21 19.0 22 18.2
私営 9 33.3 11 36.4 11 18.2
その他 5 20.0 5 20.0 8 37.5




























3は 2004 年唐山市の年間取引額が１億元以上の商品交易市場を示している。表 3 に示され
るように、 2004年唐山市において年間取引額が１億元以上の商品交易市場は24市場があり、
年間取引額は 187 億元に達している。2004 年中国に年間取引額が１億元以上の商品交易市
                                                  
9  唐山市の商品交易市場のうち、92.8％にあたる 506 市場は消費財市場であり、2004 年の年
間取引額は 300 億元であった。 
10  筆者のインタビュー調査（調査日：2006 年７日、８日、10 日）による。 





品・服装・靴・帽子専業市場で第 20 位にランキングされた。 
 




号 名称 開業年 主要な取扱商品 取引額
（億元） ブース数
1 鴉鴻橋小商品批発市場 1991 雑貨、農産物、紡績製品 32.7 5,660
2 路南区荷花坑市場 1951 農産物、水産物、鮮肉 32.0 3,500
3 路南区小山工業品批発市場 1989 アパレル、布地、靴 28.4 1,392
4 楽亭県冀東果菜批発市場 1998 農産物 17.5 300
5 唐山市新華道集貿市場 1985 農産物、食用油、水産物、工業消費
財 7.2 619
6 路南区大里路市場 1983 農産物、鮮肉、水産物 5.8 608
7 玉田県二郎廟集貿市場 1987 農産物、日用雑貨 5.2 1,095
8 遷安市遷安購物中心 1994 農産物、日用雑貨 5.0 375
9 玉田県鴉鴻橋河西市場 1991 紡績製品、アパレル、靴、帽子 3.7 1,500
10 豊南区通達商貿城 1997 飲食料品、たばこ、アパレル、靴、紡
績製品 3.3 2,600
11 玉田県鴉鴻橋総合市場 1995 農産物、飲食料品、日用雑貨 3.2 1,393
12 路南区北方陶磁城 1982 陶磁製品 2.7 234
13 豊潤区車站路市場 1981 農産物、アパレル、日用雑貨 1.8 831
14 路南区建国路市場 1987 アパレル、布地、靴、日用雑貨 1.8 560
15 遵化市貿易城総合市場 1996 アパレル、紡績製品、建築材料 1.8 500
16 滦南県倴城総合集貿市場 1984 農産物、日用雑貨 1.5 283
17 滦南県京東第一集 1990 金物、電器製品、家具、畜産品、日
用雑貨 1.3 1,400
18 遵化市燕山一集総合市場 1987 農産物、日用雑貨、家具 1.3 380
19 楽亭中堡果菜批発市場 1997 馬鈴薯 1.2 160
20 楽亭県北新路市場 1992 日用雑貨、農産物、水産物 1.1 1,027
21 西郊蔬菜果品批発市場 1986 農産物 1.1 700
22 豊潤区冀東胶合板専業市場 1992 装飾材料、板材、照明器具、家具、
部品 18.3 750
23 唐山市冀東生産資料市場 1994 鉄鋼材料、セメント、自動車 6.8 30













（出所） 『唐山統計年鑑』2005 年版。 















4  唐山市の卸売流通の現状：現地調査から得られた知見 
 
4.1  唐山市における流通構造の現状 
 















































                                                  
12  『唐山統計年鑑』2005 年版による。 





























額が少ない） および、 （5） 市場に隣接する道路の両側にできた路面店から構成されている
14。
2006年に市場全体のブース数が約１万であり、店舗が約3,000であった。主要な取扱商品は













送センターがあり、そこに個人輸送者は数百人がいる（写真 1 ） 。この輸送センターは市場
の取引量の増加につれて1990年代前半に自然に形成されたものである。 
 
写真 1   鴉鴻橋小商品批発市場のブースと個人輸送者 
 
 








                                                  

























                                                  
16  筆者のインタビュー調査（調査日：2006 年８月８日）による。 
13 施設を含む大型複合施設を建設している。 
 


































                                                  





































                                                  
18  筆者のインタビュー調査（調査日：2006 年８月７日）による。 
19  筆者のインタビュー調査（調査日：2006 年８月７日）による。 





































                                                  





































                                                  





































                                                  
23  筆者のインタビュー調査（調査日：2006 年８月８日、８月 10 日）による。 
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